
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（イラスト使用許可： WANPUG ） 

 

 

いざという時のために 

自分の希望や願いを整理しておきましょう 

 

いつ災害や事故に巻き込まれたり、病気になるかは誰にも予

測できません。いざという時の治療や介護をどのようにしたら

いいのか、あなた自身や、ご家族や医療関係者を助けるために

も普段から、ご家族とも話し合ってご自分の考えを整理してお

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

藤沢市医師会在宅医療支援センター 



＊病名や余命の告知についてはどうしたいですか？ 

（  ）病名も余命も告知しないで欲しい 

（  ）病名は告知しても余命は告知しないで欲しい 

（   ）余命も病名も告知して欲しい 

 

私の希望   

         

＊回復できない病状になった時はどうしたいですか？ 

（   ）できれば病院より家で最期を迎えたい 

（   ）病院または施設に入りたい 

（  ）判断は、家族や親族に任せたい 

                    

私の希望   

 

＊治療に関しては、どのようにして欲しいですか？ 

（  ）最期まで、できる限りの延命治療をして欲しい 

（   ）延命治療より苦痛を和らげる医療をして欲しい 

（   ）昏睡状態で、意識を取り戻したり回復する見込みのな 

い場合については延命治療をしないで欲しい 

（   ）重い脳障害を受けて回復する見込みのない場合につい 

ては延命治療はしないで欲しい 

                          

私の希望   

 

延命治療として、人工呼吸器を接続すると自分の呼吸が止まっても自動的

に呼吸を続けられますが、いったん接続すると外すことはできません。 

＊この用紙はご自分の意思を整理するためのものであって法的な根拠にな

るものではありません。 

        わたしのメモ 

 

 氏名：               記載日：  年  月  日 

 

 事業所又は担当者   電話番号 

病院・診療所 ① 
 

☎ 

 

病院・診療所 ② 
 

☎ 

 

歯科診療所 
 

☎ 

 

薬局 
 

☎ 

 

ケアマネジャー 
 

☎ 

 

訪問看護ステーシ

ョン 
 

☎ 

 

ヘルパー 

 
 

☎ 

 

家族の連絡先① 

 
 

☎ 

 

家族の連絡先② 

 

 ☎ 

いちばん身近な支

援者 

 ☎ 

企画：藤沢市医師会在宅医療支援センター  

問い合わせ先：藤沢市 健康医療部 地域医療推進課 ☎ 21-9993 


